
《利用中に多いけがや疾患》※過去６年間の統計

＜施設内で多い虫さされ＞

５～６月（産卵期）　/　９～１０月（成長し発生）
咬まれると、激痛が生じます。
靴の中に潜んでいる事もあるので、履く前に靴の中にムカデが入っていないか、逆さにするなどして、確認してください。

咬まれた時は、すぐにお湯（43～46℃）で10分ほど流してください。

○チャドクガ
4～11月　（ふ化～成虫）
触ると、毒針毛が刺さり、赤い発疹が出て、痛みや痒みを伴います。

触ってしまった時は、ガムテープで毒針毛を取った後、冷やしてください。

最寄りの医療機関 ※HPに記載

海の家保健室からのお願い

⑥おねしょや鼻血で宿泊室のシーツを汚された場合は、施設職員に必ずお知らせください。
　汚れた箇所の水洗いは不要です。

県救急医療センター

住所

福岡市東区和白丘2-2-75

福岡市東区三苫3-4-14

福岡市東区雁の巣1-3-4

福岡市東区奈多3-4-5

福岡市東区三苫3-2-48

①救急箱は各団体でご準備ください。
　けがに対応できるよう消毒薬・絆創膏・虫さされ薬などの準備をお願いします。

　内服薬は置いていません。必要な場合は、団体様でご用意ください。
　リーダー室に冷蔵庫があります。冷暗所保管が必要な薬がある場合は、そちらを利用していただいてもかまいません。

②入所前や入所時に体調不良者がいる場合は、必ず入所手続き時に申告をお願いします。
　感染症疑いの症状がある場合は、すぐに病院受診をお願いいたします。
　場合によっては、ご利用をお控えいただくことがあります。

③保健室を利用する場合は、必ず団体の引率者の方の付き添いが必要です。
　利用時間は21時までです。それ以降は宿泊室での休養となります。
　感染症疑いの方については、当施設職員の指示に従って行動していただきますようお願いいたします。

④緊急車両のご準備と緊急車両を使用できる人員の確保をお願いします。
　緊急時にタクシーを利用することも可能です。タクシー配車の際は事務室へお知らせください。

⑤病院受診する場合は必ず事務室へお知らせください。
　搬送病院の決定や移送は、引率者の方でお願いします。
　施設にお戻りの際は、受診の結果を施設職員へご報告いただくようお願いします。

小児科、内科、消化器科、 循環器科、呼吸器科

内科、外科、整形外科　など

皮膚科、泌尿器科、漢方内科

歯科

診療科目

もとまつ歯科医院

患部をさわると他のところにも症状が出るため、触らないようにしてください。
毒針毛が風に乗って皮膚に付着したり、毒針毛がついた葉に触れたりすると症状が現れます。

病院名

和白病院

三苫石井医院

西藤医院

092-608-0001

電話番号

092-606-6013

092-608-3110

092-605-3118

092-608-3661眼科ひろ眼科
092-471-009924時間体制で診療可能な最寄の医療機関を紹介してもらえます

安全に楽しく施設をご利用いただくために必ずご確認ください。

○ムカデ
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・危険物には触らない（必ず軍手着用）

※カッター教室は、事前に活動内容と乗船基準を確認し、座席を検討する（事前の下見推奨）

カッター教室

・両手で櫂をしっかり持つ
・艇長の指示に従う

・足の痛みを訴えたり、体調不良になる
・前日にしっかりと睡眠をとる
・緊急車両、引率人員の確保を行う

※手洗い場のタンクに水がなく、手を洗えない可能性があるため、手洗い用の水や衛生用品（ウェットティッ
シュやアルコール消毒液など）の準備をする

・櫂をさすらない

・酔い止めの服用や黒いビニール袋の
準備をする

・前方者を押さないよう注意する

・暗い中、足元が不安定な場所を走って転倒する。

・漕ぐ時に、自分の持っている櫂と隣の人の櫂との間に挟
まれる

施設内のけがの事例と事前準備・指導のポイント

事前準備・指導のポイント

・通路は走らない

・膝をついて作業する

・２段ベッドの上段で布団をたたむ時
は、ベットの中心部で行う
・背中を壁に向けて作業を行う

福岡市海の中道青少年海の家　養護師

・観察するだけで絶対に触らない

・動物アレルギーの有無を把握し、対応
を検討する

・スピードの出しすぎに注意する
※サイクリングロード以外は自転車を
おして歩くようになっています

・お弁当は集団で食べる
・松の木の下で食べる（チャドクガに注意）

・トビに餌付けをしない

・ロウ受け（アルミホイル等）を準備する

・ロウ消しを使用する

・皮むきは常に平坦部から剥き始め、
その都度持ち手（角度）を変えるように
する

・軍手を準備し、着用する

・軍手着用のうえ、引率者が行う

・嘔吐するほどの船酔いがまれにある

・懐中電灯の準備をする

・燭台のロウソクを消そうとして火傷をする

・櫂（木製）をさするように触り、ささくれが刺さる

・溶けたロウで火傷する

・草木かぶれを起こす

・動物の森を利用し、アレルギー症状が出る

・巡回用自転車で転倒や歩行者と接触する
※指導者へのみ貸し出しを行っています

・お弁当など食事の際、トビに食材を奪われる

・櫂立て時に櫂が倒れ、近くの人に当たる

・風上に行かない

・走らない
・懐中電灯で足元を照らす

・明るいうちにコースの下見をし、走ると
危ないポイントや、驚かすポイントを確認
する

【公園内の活動】

パークテーリング
ウォークラリー

動物ウオッチング
など

・とげのある植物を触り、とげが刺さる

北海岸での活動 ・危険物を触り怪我をする（ガラス・金属片、注射針等）

志賀島ハイキング

キャンプファイヤー

・風向きによって火の粉が舞い、火傷する

肝試し

・暗い道を移動する際に転倒する
（松の木の根につまずく）

・射口付近は触らない
・溶け出たボンドが手についても、慌てて
取らない

・布団をたたむ時、後方へバランスを崩し２段ベットから
落下し頭を打つ

【海の家：屋内活動】
貝殻アート
貝皿クラフト

貝殻フォトスタンド
（グルーガン使用時） ・グルーガンの配線に引っかかり転倒する

【宿泊室・施設内】

・通路で走り、転んでけがをした

・２段ベッドの下段で作業をするときに、頭を打つ

・配線を養生テープで固定する

＜　項　目　＞ けがの事例

・グルーガンの射口（溶け出たボンドが出てくる所）を
触って火傷する

野外調理

・ピーラーや包丁で皮をむくときに切り傷を負う
※海の家ではピーラーの貸し出しを行っていません

・熱くなった鍋やかまどを触り火傷する

・鍋を移動させる時に、転倒や人にぶつかり火傷する

【海の家：屋外活動】
天体観察

・望遠鏡を覗き込む時に、レンズで目を突く

キャンドルの集い


